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開始

火災区域／火災区画の設定

情報及びデータの収集，整理
・火災区域（区画）内の可燃性物質，機器，
ケーブル，隣接区域(区画）との関係等の
火災区域（区画）の特徴を示す「火災区域
（区画）特性表」を作成する

スクリーニング
・火災区域ごとに，全可燃性物質の燃焼，
全機器の機能喪失を想定しても，原子炉
の高温停止，低温停止に影響が及ばな
い火災区域を除外

火災伝播評価
・スクリーニングで除外されない火災区域
を対象に火災区域を構成する火災区画
における個別の可燃性物質の発火，他
の可燃性物質の発火の可能性を想定し，
他の火災区画への影響を評価

原子炉の高温・低
温停止機能の確保

防護対策強化

終了

Yes

No

東海第二発電所 内部火災影響評価についての考え方

図5.1火災影響評価の手順
（原子力発電所の内部火災影響評価ガイド※より抜粋）
※：総則 一般事項には，「影響評価の一例」との記載
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STEP1： 火災区域を設定

STEP2： 火災区域特性表作成

STEP3： 火災区域毎のスクリーニング

STEP4： 火災区域毎の火災伝播評価

STEP5： 原子炉の高温・低温停止機能の確
保困難（火災影響評価）

STEP6： スクリーンアウトできない区域内で
の防護対策強化⇒火災区域内の系統分離

STEP7：
火災区域（当初と同じ火災区域）

STEP9：
STEP6（系統分離）を反映し，火災区域のス

クリーング

STEP10： 原子炉の高温・低温停止機能の確
保（火災影響評価）

STEP11：
終 了

東海第二の評価手順内部火災影響評価ガイドに例示される評価手順に対応した東海第二発電所の影響軽減（系統
分離）と火災区域（区画）の考え方は右図のとおり
火災影響評価は，火災区域単位で実施し，原子炉の高温・低温停止機能が確保されない場合に
は，防護対策強化として，当該火災区域内での系統分離を実施
なお，火災区画による系統分離は実施していないが，系統分離を考慮した火災区域での火災影
響を確認し，当該区域がスクリーニングできることも確認しており，火災影響評価ガイドに例示さ
れる手順に基本的に合致している
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STEP10
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東海第二発電所 内部火災影響評価についての考え方

火災区域及び火災区画の
設定に関する記載状況

火災の影響軽減の考え方

玄海３，４号炉 資料名称：
「火災防護に係る基準規則等への適合性について（8条-別添

1-資料1）
記載内容

「また，火災区画は，建屋内及び屋外で設定した火災区域を系
統分離等に応じて分割して設定する。」(8条-別添1-資料1-2）

①火災影響評価
・火災区画単位で実施（一部は火災区域単位で実施）
②系統分離
・新たな火災区域や火災区画を設定せず，同一区域，区画内での系統
分離も実施（設備例：ほう酸ポンプ，原子炉補機冷却水ポンプ）

柏崎刈羽６，７号炉 同上 （8条-別添1-資料1-6） ①火災影響評価
・火災区域単位で実施
②系統分離
・新たな火災区画は設定せず，同一の火災区域内で系統分離を実施

東海第二（現状） 同上 （8条-別添1-資料1-5） ・同上

＜先行プラントの状況＞
火災区域及び火災区画の設定の考え方に関する記載と火災影響軽減の対応状況について先行プ
ラントについて調査した結果は以下のとおり。
必ずしも火災区画を新たに設定し系統分離を図っているわけではなく，当初の火災区域，区画内で
系統分離されていることを確認

＜火災区画設定に関する記載の適正化＞
現在の記載： 「火災区画は，建屋内及び屋外で設定した火災区域を系統分離等に応じて分割して設定する。」
⇒ 火災区域内での影響軽減のために系統分離を実施しているが，火災区画を設定することにより，系統分離を図るように誤解されるた

め記載の適正化が必要

◆「火災区画は，建屋内及び屋外で設定した火災区域を，火災荷重を管理する観点から耐火隔壁等により分割した区
画とする。」
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東海第二発電所 内部火災影響評価についての考え方

当該ポンプは同一の火災区域，区画内に配置されているため，系統分
離を実施しているが，新たに火災区域，火災区画は設定されていない


